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近年，通常のカラーカメラから得られる R，G，Bの画像だけでなく，不可視光である近赤外波長

(NIR: Near-InfraRed)の画像や，Red edgeバンド(710nm付近)の画像が取得可能な，いわゆるマルチス

ペクトルカメラが農業用等として開発され，安価に入手できるようになりつつある．ドローンなどの

小型の無人航空機(UAV: Unmanned Aerial Vehicle)への搭載を想定した，小型・軽量のマルチスペクト

ルカメラも既に市販されている．UAVとマルチスペクトルカメラの組み合わせは，圃場単位での運

用も可能であり，高い空間解像度と高い時間分解能を持った情報が収集できることから，精密農業を

実現するキー・テクノロジーとして期待されている． 

本報告では，このUAVと農業用のマルチスペクトルカメラの組み合わせを，雪氷環境の観測に応

用することを試みる．筆者は，2018年 4月に栗駒山(宮城県栗原市新湯付近，標高約 840mの地点，

積雪深約 105cm)にて，状態の異なる雪面について，可視・近赤外分光器(Ocean Optics社，

USB2000+VIS-NIR-ES，計測波長範囲: 350～1000nm)を用いた分光反射率計測を行った後，農業用の

マルチスペクトルカメラ(Parrot社の Sequoia， (Green(550nm)，Red(660nm)，Red Edge(735nm)，

NIR(790nm)の 4バンドに加え，RGBカラーカメラも搭載))をUAV(DJI社のMavic Pro)に搭載して同

地点の空撮を試みた． 

分光器による計測では，表面の汚れ状態の違いにより異なるスペクトルが得られ，また表面を除

去した部分では，除去した深さの違いにより，結晶粒径の違いを反映していると思われるスペクトル

が得られることを確認した．マルチスペクトルカメラでの撮影では，圃場に比べ雪面の反射率が極め

て高いためか，Green，Red のバンドで露出の自動調整がうまくいかず，雪面部分の広い範囲で画素

値が飽和してしまう場合があった．Red EdgeバンドやNIRバンドではそのようなことは無く，カラ

ー画像とは異なる情報が得られることを確認した． 

東北地方でも特に岩手県南部地域近辺での赤雪の報告は少なく(山本ら，2004)，また黄砂と雪氷藻

類による着色では可視～近赤外波長領域でのスペクトルが異なることが報告されていること(田中

ら，2012)から，今後特に融雪期の雪氷環境の観測・分析に，本報告で試みたようなUAVと安価なマ

ルチスペクトルカメラを組み合わせた手法が活用可能と考えられる． 
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